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作 新 民 の 建 学 の 精 神 と と も に

　作新学院大学及び作新学院大学女子短期大学部は 「作新民」 を建学の精神

とし、「自学・自習」 「自主・自律」 の教育理念を掲げています。 「作新民」 とは、

自己を日々新たに変革していく人間を意味しています。

　今日、偏った価値観に基づく自国優先主義やエゴイズムが蔓延する中、飢餓、

紛争、 人権抑圧、 環境汚染、 生態系の破壊などの人間の尊厳と生存を脅か

す諸問題が起きています。 こうした中で、 私たちは価値創造力を発揮し、 主

体的に行動していく必要があります。 ぜひみなさんは、 さまざまな人間との開

かれた対話 ・交流を深化させながら、 この学院での生活を謳歌し、 日々の学

びの中で広い視野を獲得して大いに自己変革に努めていってください。
作新学院大学

作新学院大学女子短期大学部

学長　渡邊　弘

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

作大・作短ニュース
2024 年度の在学生・卒業生の活躍の一部を紹介します。

自転車部が

全日本学生 RCS

大学対抗 優勝！

卒業生 佐藤風雅選手

（経営学部卒／陸上競技部コーチ） が

2024 パリ五輪に出場。

リレー男子６位入賞！

短大 

子育て支援事業が

地域で高評価！

第６回

とちぎプロスポーツ

まつり開催！

能登半島大雨災害

義援金募金を実施

バドミントン部　各種大会で好成績！

女子ダブルス　インカレ ベスト８

男子ダブルス　新人戦　第３位　入賞！

第１２回  

とちぎアントレプレナー

コンテストで奨励賞を受賞

　2024 年度 全日本学生 RCS 最終戦にて、グループ
１に出場した３名の活躍により、大学対抗 優勝の
快挙を成し遂げました。また、グループ２に出場し
た学生は第３位に入賞し、クラス１に昇格しました。

　短大の子育て支援事業「ぽかぽかの芽」が、学内
での学びとその専門性を評価され、栃木県及び未来
づくり財団主催の「令和６年度ミライチャレンジプ
ロジェクト事業」に選定されました。

　次代を担う若者から起業プランを公募する「第12回 とちぎアントレプレナー・
コンテスト」において、本学の学生が所属する 2チームが奨励賞を受賞しました。
・GOO-WOOD株式会社ー端材を使ったサスティナブルブランドー
・株式会社粉もん KANBI ーたこ焼きの常識 甘～く覆す。ー
　

　バドミントン部は関東リーグ女子２部、男子３部で活躍中
です。今年度は春季リーグでの敢闘賞 ・新人賞の受賞をはじ
め、秋季リーグでの第３位入賞・インカレ 女子団体ベスト
16 入賞など数々の功成績を収めました。

　本学卒業生の佐藤 風雅選手（ミズノ所属）がパリ五輪陸上競技 男子 400m およ
び 4×400ｍリレーに日本代表選手として出場を果たしました。同大会では、男子
４×400ｍリレーは 20 年ぶりの決勝進出を果たし、アジア新記録を樹立すると共に
６位に入賞しました。

　学長と学生団体（学生会・学友会）による『令和
６年９月能登半島大雨災害義援金（石川県）』の募
金活動を学生会館で実施し、昼食後の学生や教職員
から多くの温かい言葉と支援が寄せられました。

　スポーツマネジメント学科２年生が、プレイン
ターンシップの授業として参加し、プロスポーツ
チームのイベント運営補助や足利銀行との共同企画
の体験コーナーにて企画・運営を実施しました。
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パ ン ダ 園 長
特 別 講 演

入 学 式

七 夕 祭 りお や つ カ フ ェ

卒 業 論 文 発 表 会

留 学 生 交 流 会

資 格 取 得 表 彰 式

と ち ぎ プ ロ ス ポ ー ツ ま つ り

公 開 講 座公 務 員 試 験 対 策 講 座

教 員 採 用 試 験 講 座

グ ル ー プ ワ ー ク キ ャ ン プ宇 都 宮 マ ラ ソ ン 大 会

第 3 4 回 　 作 新 祭

短 大  O G 講 話ス キ ー 実 習

学 位 記 授 与 式

学 外 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

入 学 式 球 技 大 会

ク リ ス マ ス 会 ハ ロ ウ ィ ン
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経営学部（経営学科 ・ スポーツマネジメント学科）
人間文化学部（発達教育学科 ・ 心理コミュニケーション学科）
大学院（経営学研究科 ・ 心理学研究科）
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